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会場の阿賀野市ふれあい会館

講師の坂井 文 様

講演会講師　廣瀬 隆人 様事例発表　内山 純一 様

た
。
続
く
講
演
の
講
師
は
「
道
の
駅
あ
が

の
」
の
駅
長
の
坂
井
文あ
や

様
で
、
演
題
は
「
道

の
駅
が
地
域
に
も
た
ら
す
効
果
に
つ
い
て
」

で
し
た
。
地
元
在
住
で
子
育
て
世
代
の
女

性
、
食
と
農
に
携
わ
る
生
協
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で

の
経
験
を
生
か
し
た
道
の
駅
の
開
設
準
備

や
経
営
は
、
社
会
教
育
や
公
民
館
経
営
に

も
大
い
に
参
考
に
な
る
内
容
で
し
た
。

　

そ
の
後
の
事
例
発
表
は
、「
土
曜
日
学
習

支
援
に
つ
い
て
」
新
発
田
市
の
岩
渕
信
也

様
、「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
高
齢
者
教
育
の

手
法
」
村
上
市
の
園
部
清
貴
様
、「
寿
大
学

講
座
に
つ
い
て
」
阿
賀
町
の
清
田
亮
様
、「
い

き
い
き
・
わ
く
わ
く
で
き
る
地
域
社
会
づ

く
り
を
目
指
し
て
」
胎
内
市
の
新
村
勇
一

様
・
横
内
和
幸
様
、「
佐
渡
市
に
お
け
る
社

会
教
育
の
進
め
方
」
佐
渡
市
の
片
野
優
人

様
が
行
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
下
越
教
育
事
務
所
の
鈴
木
智
博

社
会
教
育
課
長
が
全
体
指
導
を
行
い
、
充

実
し
た
会
合
が
閉
会
し
ま
し
た
。

　

10
月
４
日
㈫
に
中
越
地
区
公
民
館
研
究
大

会
が
湯
沢
町
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
も
会
場
近
く
の
市
町
村
や
役
員
・

発
表
者
な
ど
の
方
は
対
面
で
、
遠
方
の
方

は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
と
い
う
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

方
式
で
87
名
の
参
加
者
で
し
た
。

　

開
会
式
で
は
久
保
田
千
昭
中
越
地
区
公

民
館
連
絡
協
議
会
会
長
の
開
会
の
あ
い
さ

つ
、
太
島
誠
中
越
教
育
事
務
社
会
教
育
課

長
と
島
村
文
男
湯
沢
町
教
育
長
の
来
賓
祝

辞
が
あ
り
ま
し
た
。
続
く
講
演
の
演
題
は

「『
つ
ど
う
・
ま
な
ぶ
・
む
す
ぶ
』
公
民
館

の
新
た
な
可
能
性
」
で
、
こ
れ
は
今
回
の

研
究
大
会
の
主
題
で
も
あ
り
ま
す
。
講
師

は
と
ち
ぎ
市
民
協
働
研
究
会
代
表
理
事
の

廣
瀬
隆た
か

人ひ
と

様
で
、
国
社
研
専
門
職
員
、
宇

都
宮
大
学
教
授
な
ど
を
歴
任
さ
れ
た
社
会

教
育
に
大
変

詳
し
い
方
で

す
。
公
民
館

と
は
何
か
？ 

社
会
教
育

と
は
何
か
？ 

を
は
じ
め
、

社
会
教
育
と

地
域
づ
く
り

や
学
校
教
育
と
の
関
係
な
ど
を
熱
量
豊
か

に
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

休
憩
後
の
事
例
発
表
で
は
、
津
南
町
公
民

館
長
の
内
山
純
一
様
が
「
世
界
一
の
豪
雪
の

里
…
？
『
津

南
町
』」
と

題
し
て
豪
雪

地
と
し
て
の

地
域
の
特
性

と
豊
か
さ
・

誇
り
を
交
え

な
が
ら
、
公

民
館
活
動
や

図
書
室
の
様

子
を
発
表
さ

れ
ま
し
た
。

　

10
月
５
日

㈬
に
下
越
地

区
の
社
会
教

育
委
員
と
公

民
館
関
係
役

職
員
の
な
ど

の
皆
さ
ん
の

合
同
研
修
会

が
阿
賀
野
市

ふ
れ
あ
い
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
対

面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

方
式
で
、
会
場
に
近
い
市
町
村
の
方
は
会

場
に
、
遠
い
市
町
村
は
少
数
の
方
が
会
場

に
、
多
く
の
方
は
地
元
の
サ
テ
ラ
イ
ト
会

場
に
お
集
ま
り
で
、
総
計
94
名
の
参
加
者

で
し
た
。

　

開
会
式
で
は
鈴
木
一
昭
下
越
地
区
社
会

教
育
委
員
連
絡

協
議
会
長
の

開
会
の
あ
い
さ

つ
、
小
野
裕
子

下
越
教
育
事

務
所
長
の
祝

辞
、
田
中
清
善

阿
賀
野
市
長
の

歓
迎
の
あ
い
さ

つ
が
あ
り
ま
し

12
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コロナ禍で浮き彫りとなった
生活の課題に挑む公民館実践を

 越村　康英（弘前大学）
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と
っ
て
、
つ
ど
う
こ
と
自
体
を
制
限
さ
れ

る
と
い
う
の
は
、
こ
れ
ま
で
一
度
も
経
験

し
た
こ
と
の
な
い
事
態
で
あ
っ
た
。
地
域

の
人
た
ち
の
姿
が
消
え
た
公
民
館
で
、
職

員
の
皆
さ
ん
は
大
き
な
不
安
と
あ
き
ら
め

に
も
似
た
無
力
感
に
包
ま
れ
て
い
た
こ
と

だ
ろ
う
。
し
か
し
、
困
難
な
状
況
の
な
か

で
も
、「
何
か
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
試

行
錯
誤
が
か
さ
ね
ら
れ
て
い
く
。

　

当
時
は
、
い
ま
以
上
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
環
境
が
整
っ
て
い
な
い
公
民
館
も
多

か
っ
た
が
、
な
ん
と
か
工
面
し
て
、
オ
ン

ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
事
業
（
学
習
機
会
の

提
供
）
に
取
り
組
む
公
民
館
が
増
え
始
め

る
。
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
等
に
よ
る
オ
ン
デ
マ

ン
ド
型
の
事
業
（
動
画
配
信
）
で
は
、「
お

う
ち
時
間
」
の
充
実
に
役
立
つ
よ
う
な
学

習
コ
ン
テ
ン
ツ
も
多
様
に
配
信
さ
れ
た
。

ま
た
、
ズ
ー
ム
等
の
ウ
ェ
ブ
会
議
シ
ス
テ

ム
を
用
い
た
双
方
向
型
の
オ
ン
ラ
イ
ン
事

業
へ
の
挑
戦
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

こ
れ
ま
で
公
民
館
事
業
に
参
加
し
て
い
な

か
っ
た
（
で
き
な
か
っ
た
）
新
た
な
参
加

者
層
を
得
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
た
。

　

そ
の
他
に
も
、
各
地
の
公
民
館
で
様
々

な
試
み
が
動
き
出
す
。
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

に
よ
る
テ
レ
ビ
講
座
の
放
送
。
コ
ロ
ナ
禍

で
経
済
的
に
困
窮
し
て
い
る
人
た
ち
を
支

援
す
る
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
の
取
り
組
み
。

休
館
期
間
を
活
用
し
た
職
員
研
修
や
会
議
。

公
民
館
が
再
開
し
た
時
、
み
ん
な
が
心
地

よ
く
利
用
で
き
る
よ
う
に
と
地
道
に
進
め

ら
れ
た
館
内
整
備
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
館
報
等
に

よ
る
情
報
発
信
（
コ
ロ
ナ
禍
で
の
生
活
を

励
ま
す
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
発
信
）。

サ
ー
ク
ル
活
動
や
公
民
館
事
業
に
参
加
で

き
な
く
な
っ
た
方
々
に
向
け
た
、
つ
な
が

り
を
絶
や
さ
な
い
た
め
の
電
話
・
手
紙
・

メ
ー
ル
等
で
の
声
か
け
等
々
。

　

そ
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
は
「
さ
さ
や
か
な

一
歩
」
だ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、

コ
ロ
ナ
禍
で
も
学
び
を
止
め
な
い
よ
う
に

と
葛
藤
を
抱
え
つ
つ
も
踏
み
出
し
た
「
一

歩
」
は
、
コ
ロ
ナ
後
の
公
民
館
を
切
り
拓
く

こ
と
へ
と
確
実
に
つ
な
が
る
は
ず
で
あ
る
。

困
難
の
な
か
で
得
ら
れ
た
気
づ
き

　

今
年
の
九
月
に
実
施
さ
れ
た
弘
前
市
公

民
館
関
係
職
員
研
修
会
「
地
域
事
情
に
合

わ
せ
て
何
か
新
し
い
こ
と
を
や
っ
て
み
よ

う
」
で
の
こ
と
で
あ
る
。
参
加
し
て
い
た

地
区
公
民
館
の
職
員
さ
ん
が
、
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
で
何
気
な
く
語
っ
て
い
た
こ
と
が

強
く
印
象
に
残
っ
た
。
そ
れ
は
次
の
よ
う

な
内
容
で
あ
っ
た
。

　
「
コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
、
何
か
や
る
と
言
っ

て
も
、
た
く
さ
ん
の
人
が
集
ま
る
よ
う
な

こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
も
し
、
コ
ロ
ナ

が
終
息
し
て
も
、
そ
も
そ
も
地
域
の
人
口

は
減
っ
て
い
く
わ
け
だ
し
、『
た
く
さ
ん
の

人
を
集
め
よ
う
』
と
い
う
発
想
は
ナ
ン
セ

コ
ロ
ナ
禍
の
公
民
館

　
「
あ
ぁ
、
や
っ
ぱ
り
…
。」

　

今
年
の
七
月
に
公
表
さ
れ
た
「
令
和
三

年
度
社
会
教
育
調
査
」の
結
果（
中
間
報
告
）

を
目
に
し
た
時
、
思
わ
ず
口
を
衝
い
て
出

た
言
葉
で
あ
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
た
令
和
二
年
度
間

の
実
績
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
の

社
会
教
育
施
設
で
も
「
一
施
設
当
た
り

の
利
用
者
数
」「
学
級
・
講
座
等
の
実
施

数
」
は
著
し
く
減
少
し
て
い
る
。
公
民
館

に
つ
い
て
は
、「
一
施
設
当
た
り
の
利
用
者

数
」
は
九
二
六
三
人
、
コ
ロ
ナ
前
の
平
成

二
九
年
度
間
か
ら
の
増
減
率
は
マ
イ
ナ
ス

四
二
・
〇
％
。
他
方
、「
学
級
・
講
座
等
の
実

施
数
」
は
三
七
万
三
二
七
〇
件
、
増
減
率

は
マ
イ
ナ
ス
三
九
・
九
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

思
い
返
せ
ば
、
令
和
二
年
度
に
は
、「
新

し
い
生
活
様
式
」
の
徹
底
が
叫
ば
れ
、
二

度
に
わ
た
っ
て
緊
急
事
態
宣
言
が
発
出
さ

れ
た
。
こ
う
し
た
状
況
の
下
で
、
公
民
館

も
休
館
や
利
用
制
限
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

多
く
の
事
業
が
中
止
・
延
期
に
追
い
込
ま

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
今
回
の
調
査
結
果

は
、
こ
の
厳
し
い
現
実
を
如
実
に
表
し
て

い
る
。

学
び
を
止
め
な
い
た
め
に

　

人
が
つ
ど
い
、
交
流
し
、
共
に
学
び
合

う
こ
と
を
本
旨
と
し
て
き
た
公
民
館
に
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公民館総合補償制度 公益社団法人  全国公民館連合会

この制度は公益社団法人全国公民館連合会の団体制度です。市町村の公民館および自治公民館、また公民館に準ずるものとして
全公連が加入を認めたその他の施設等は名称を問わずご加入いただけます。

３つの補償で公民館活動をサポートします。３つの補償で公民館活動をサポートします。 補償範囲や対象者が広い制度です。

年1回の手続きで安心です。

掛金には割引制度もあります。

1. 行事傷害補償
全公連見舞金制度

＋災害補償保険（公民館災害
補償特約、熱中症危険補償特約）

2. 賠償責任補償
賠償責任保険（施設所有
管理者特約、昇降機特約）

3. 職員災害補償
全公連見舞金制度

＋普通傷害保険（就業中のみの
危険補償特約）

■取扱代理店

■引受保険会社

＊このご案内は、本制度の概要を説明したものです。詳細については取扱代理店または引受保険会社までお問い合わせください。

（お問い合わせ・
資料請求先）

エコー総合補償サービス株式会社 〒101-0047 東京都千代田区内神田2-6-9
TEL : 0120 - 636 - 717（通話料無料） FAX : 0120 - 226 - 916（通話料無料）

営業開発部第三課
〒160-8338 東京都新宿区西新宿1-26-1　TEL 03-3349-3820（受付時間:9:00から17:00まで）

（受付時間:9:15から17:00まで）

損害保険ジャパン株式会社
（SJNK19-12507）2020年1月15日作成［2001K-○243］
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し
て
い
く
の
か
。

③�

コ
ロ
ナ
禍
で
生
じ
た
働
き
方
の
変
化
（
テ

レ
ワ
ー
ク
化
等
）
に
対
応
し
、
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
に
は
ど
う

す
れ
ば
よ
い
か
。

④�

コ
ロ
ナ
禍
で
顕
在
化
・
深
刻
化
し
た
「
貧

困
」「
不
安
定
就
労
・
失
業
」
等
の
問
題

に
対
し
て
、
個
々
の
生
活
に
お
い
て
、

ま
た
地
域
や
社
会
と
し
て
、
ど
の
よ
う

に
解
決
の
糸
口
を
見
つ
け
て
い
く
の
か
。

　

他
に
も
、
生
活
上
の
様
々
な
課
題
が
浮

き
彫
り
と
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。

生
活
の
課
題
に
挑
む
公
民
館
実
践
を

　

こ
う
し
た
課
題
を
、
例
に
挙
げ
た
よ
う

な
一
般
的
な
認
識
と
し
て
で
は
な
く
、
目

の
前
の
住
民
の
生
活
や
身
近
な
地
域
の
現

実
に
立
脚
し
て
リ
ア
ル
に
つ
か
み
取
る
こ

と
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
課
題
に
挑
む
公

民
館
実
践
を
、
住
民
と
共
に
よ
り
豊
か
に

創
り
出
し
て
い
く
こ
と
が
、
公
民
館
の
今

日
的
使
命
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

コ
ロ
ナ
禍
が
始
ま
っ
た
頃
の
試
行
錯
誤

が
、
コ
ロ
ナ
後
の
公
民
館
を
切
り
拓
い
て

い
く
「
一
歩
」
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、「
次
の

一
歩
」
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
浮
き
彫
り
と
な
っ

て
い
る
生
活
上
の
課
題
に
腰
を
据
え
て
挑

ん
で
い
く
こ
と
で
あ
る
。
職
員
の
皆
さ
ん
の

地
域
で
の
奮
闘
に
期
待
を
寄
せ
る
と
と
も

に
、
私
自
身
も
共
に
努
力
し
て
い
き
た
い
。

る
。
そ
れ
は
、
手
軽
に
参
加
で
き
る
単
発

事
業
を
多
様
に
用
意
し
、
好
み
に
合
い
そ

う
な
も
の
を
選
ん
で
も
ら
う
「
フ
ー
ド
コ
ー

ト
的
ス
タ
イ
ル
」
か
ら
の
脱
却
で
あ
る
。

そ
し
て
、
住
民
が
真
に
必
要
と
す
る
事
業

を
、
住
民
も
参
画
し
、
手
間
暇
を
か
け
て

つ
く
っ
て
い
く
「
こ
だ
わ
り
の
一
品
料
理

店
の
よ
う
な
ス
タ
イ
ル
」
へ
の
転
換
を
図
っ

て
い
く
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

た
だ
単
に
「
学
級
・
講
座
の
実
施
数
」

を
コ
ロ
ナ
前
の
水
準
に
回
復
さ
せ
る
こ
と

を
目
指
す
の
で
は
な
く
、「
学
級
・
講
座
で

は
な
い
形
態
の
事
業
」
や
「
長
期
継
続
的

な
事
業
」
も
含
め
て
、
住
民
の
生
活
や
地

域
の
現
実
に
根
ざ
し
た
公
民
館
事
業
を
丹

念
に
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
肝
心
な
の
で

は
な
い
か
。

コ
ロ
ナ
禍
で
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
課
題

　

で
は
、
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、

私
た
ち
の
生
活
や
地
域
に
は
、
ど
の
よ
う

な
現
実
が
広
が
っ
て
い
る
の
か
。
そ
し
て
、

ど
ん
な
課
題
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
。
い
く
つ
か
思
い
当
た
る
も

の
列
挙
し
て
み
た
い
。

①�

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
ど
う
す
れ
ば
心

身
と
も
に
健
康
で
文
化
的
な
生
活
を
営

む
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

②�

多
く
の
人
が
孤
立
を
深
め
る
な
か
で
、

ど
の
よ
う
に
「
つ
な
が
り
」
を
取
り
戻

ン
ス
。
人
を
集
め
る
こ
と
で
は
な
く
、
こ

れ
か
ら
は
も
っ
と
丁
寧
に
事
業
を
や
っ
て

い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
…
。」

　

約
三
年
に
及
ぶ
コ
ロ
ナ
禍
で
の
公
民
館

運
営
を
経
験
し
、
困
難
な
状
況
で
も
「
で

き
る
こ
と
」
を
模
索
し
て
き
た
か
ら
こ
そ

得
る
こ
と
が
で
き
た
「
実
感
を
伴
う
気
づ

き
」
で
あ
り
、
き
っ
と
共
感
す
る
職
員
さ

ん
も
多
い
こ
と
だ
ろ
う
。

公
民
館
事
業
の
問
い
直
し

　

誤
解
を
恐
れ
ず
乱
暴
に
指
摘
す
れ
ば
、

コ
ロ
ナ
前
、
と
く
に
近
年
の
公
民
館
事
業

に
は
、「
人
集
め
主
義
」「
単
発
事
業
中
心
」

と
い
う
傾
向
が
あ
り
、「
そ
れ
で
良
し
」
と

す
る
よ
う
な
風
潮
も
広
が
っ
て
い
た
の
で

は
な
い
か
。
事
業
評
価
で
定
量
的
な
ア
ウ

ト
プ
ッ
ト
が
過
剰
に
重
視
さ
れ
る
こ
と
も
、

こ
う
し
た
傾
向
・
風
潮
に
拍
車
を
か
け
て

き
た
と
言
え
る
。

　

し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
、
職
員
さ

ん
た
ち
の
な
か
か
ら
、
公
民
館
事
業
の
在
り

方
を
問
い
直
そ
う
と
す
る
内
発
的
意
識
が

芽
生
え
て
い
る
。
こ
の
こ
と
こ
そ
が
、
コ

ロ
ナ
後
の
公
民
館
事
業
を
再
構
築
し
て
い

く
た
め
の
重
要
な
力
と
な
る
に
違
い
な
い
。

　

こ
れ
ま
で
以
上
に
ひ
と
り
ひ
と
り
の
住

民
と
丁
寧
に
向
き
合
い
、
住
民
と
共
に
生

活
や
地
域
の
現
実
に
根
ざ
し
た
公
民
館
事

業
を
編
み
出
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
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今
後
の
会
議
の
予
定

⃝関東甲信越静公民館連絡協議会　第３回理事会
　日時：令和５年２月10日（金）　13：30～
　会場：長野県立図書館（会長、事務局長参加）
⃝新潟県公民館連合会　理事会・評議会
　日時：令和５年２月15日（水）
　　　　理事会／10：00～　評議員会／13：00～
　会場：新潟市中央公民館　403・404講座室
⃝公民館だより編集会議
　令和５年１～２月に書面会議

　

調
息
：
呼
吸　

深
長
呼
吸

　

調
心
：
ス
ト
レ
ス
の
耐
性
、
癒
し

　

調
徳
：
人
と
の
繋
が
り

　

調
膳
：
医
食
同
源

　

調
眠
：
休
養
、
リ
ラ
ッ
ク
ス

　

こ
の
ほ
か
に
ピ
ラ
テ
ィ
ス
に
よ
る

姿
勢
改
善
、
骨
盤
底
筋
群
の
整
え
方

や
講
師
を
招
い
て
の
マ
ク
ロ
ビ
や
糀

等
の
料
理
教
室
な
ど
も
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

私
達
は
、阿
賀
町
の
シ
ン
ボ
ル
「
麒

麟
山
」「
常
浪
川
」「
阿
賀
野
川
」
が

見
渡
せ
る
恵
ま
れ
た
環
境
に
あ
る「
ふ

る
さ
と
交
流
川
屋
敷
（
阿
賀
町
公
民

館
津
川
分
館
）」
の
中
で
週
一
回
体
操

を
し
て
い
ま
す
が
、
仲
間
と
と
も
に

健
康
で
動
け
る
幸
せ
を
い
つ
も
感
じ

て
い
ま
す
。
感
謝
!!

�

（
講
師 

長
谷
川
キ
ヨ
子 

記
）

会
員
は
17
名
で
す
。

　

和
輪
笑
の
会
の
「
和
」
は
、
み
ん

な
で
和
や
か
に
、「
輪
」
は
み
ん
な
で

ま
あ
る
く
、「
笑
」
は
み
ん
な
で
笑
顔

に
と
い
う
意
味
が
あ
り
、
人
と
人
と

の
繋
が
り
を
大
事
に
し
な
が
ら
心
と

身
体
を
鍛
え
て
い
る
サ
ー
ク
ル
で
す
。

　

活
動
内
容
は
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本

健
康
づ
く
り
協
会
」
の
推
奨
す
る
中

国
の
予
防
医
学
か
ら
考
え
ら
れ
た
未

病
息
災
の
健
康
体
操
「
練
功
十
八
法
」

を
中
心
に
、
六
調
健
康
法
を
学
ん
で

い
ま
す
。

　

六
調
健
康
法
と
は
次
の
と
お
り

で
す
。

　

調
身
：
姿
勢　

体
位
の
バ
ラ
ン
ス

中
国
体
操
「
和
輪
笑
の
会
」

�

（
阿
賀
町
）

　

和
輪
笑
の
会
は
会
員
同
士
の
親
睦

と
健
康
づ
く
り
を
目
的
に
平
成
23
年

１
月
か
ら
活
動
を
始
め
て
、
現
在
の

方
々
か
ら
名
作
・
傑
作
を
教
え
て
い

た
だ
い
た
り
、
鑑
賞
後
の
感
想
を
伝

え
合
っ
た
り
す
る
こ
と
で
、「
映
画

の
楽
し
み
」
に
出
会
っ
て
い
ま
す
。

　

上
映
す
る
作
品
は
、
セ
ン
タ
ー
が

保
有
す
る
上
映
権
付
の
映
画
や
ビ
デ

オ
、
貴
重
映
像
等
で
す
。
具
体
的
に

は
、
邦
画
・
洋
画
の
名
作
・
傑
作
、

貴
重
な
映
像
を
収
録
し
た
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
作
品
な
ど
、
無
料
上
映
会

な
ら
で
は
の
作
品
セ
レ
ク
ト
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

今
、
映
画
は
テ
レ
ビ
画
面
は
も
ち

ろ
ん
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
タ
ブ
レ
ッ
ト

や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
も
見
る
こ

と
は
で
き
ま
す
が
、
ホ
ー
ル
の
大
画

面
で
、
多
人
数
の
観
客
同
士
で
同
じ

時
間
を
共
有
す
る
こ
と
に
意
味
が

あ
り
ま
す
。
会
場
に
生
ま
れ
る
一
体

感
を
感
じ
た
り
、
逆
に
鑑
賞
後
の
感

想
は
そ
れ
ぞ
れ
に
違
っ
て
い
た
り

し
ま
す
。

　

新
し
い
学
び
に
出
会
え
る
上
映
会

を
、
皆
さ
ん
の
公
民
館
で
も
開
催
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
お
貸
し
で
き
る
機

材
・
教
材
が
あ
り
ま
す
。
お
気
軽
に

県
立
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

越
え
て
関
わ
り
な
が
ら
、
新
し
い
知

識
や
経
験
を
得
た
り
、
交
流
を
楽
し

ん
だ
り
す
る
姿
が
沢
山
見
ら
れ
た
一

日
に
な
り
ま
し
た
。
充
実
し
た
学
び

の
提
供
と
、
そ
の
出
会
い
の
場
に
関

わ
ら
れ
た
全
て
の
皆
様
に
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

県
立
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー
で

は
、
県
民
に
生
涯
学
習
の
機
会
を
提

供
す
る
た
め
に
、
月
に
三
回
の
無
料

上
映
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
私
自

身
、
映
画
に
は
詳
し
く
な
い
の
で
す

が
、
上
映
会
に
お
力
添
え
い
た
だ
い

て
い
る
映
画
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
の

「
学
び
と
出
会
い
」

　

県
立
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー

�

学
習
情
報
課
長　

中
村　

克
行

　

今
年
度
、

県
立
生
涯

学
習
推
進

セ
ン
タ
ー

は
、
創
立

30
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
令
和
４
年

10
月
15
日
㈯
に
は
、
記
念
事
業
と
し

て
、
体
験
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
県

内
の
社
会
教
育
関
係
団
体
か
ら
ご
協

力
い
た
だ
き
、
も
の
づ
く
り
や
実
体

験
が
で
き
る
ブ
ー
ス
や
団
体
の
活
動

を
紹
介
す
る
ブ
ー
ス
を
出
展
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
ブ
ー
ス
に
は
、
全
体
で

延
べ
454
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

紙
の
材
料
で
作
る
バ
ッ
グ
や
軍
手
を

留
め
る
ク
リ
ッ
プ
、
わ
り
ば
し
鉄
砲

を
作
る
ブ
ー
ス
や
絵
手
紙
を
描
く

ブ
ー
ス
。
災
害
時
の
公
衆
電
話
の
使

い
方
を
体
験
す
る
ブ
ー
ス
も
あ
り
ま

し
た
。
大
人
も
子
ど
も
も
、
世
代
を
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ペ
ア
レ
ン
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
座

　

発
達
障
が
い
等
の
特
性
を
持

つ
子
ど
も
と
の
か
か
わ
り
方
を

具
体
的
に
学
ぶ
講
座
で
す
。
新

潟
大
学
教
職
大
学
院
の
長
澤

正
樹
教
授
を
講
師
に
お
招
き

し
、
全
３
回
の
連
続
講
座
と
し

て
開
催
し
ま
し
た
。
支
援
を
要

す
る
子
ど
も
の
保
護
者
だ
け
で

な
く
、「
仕
事
で
役
立
た
せ
た

い
！
」
と
い
う
学
校
の
先
生
の

参
加
も
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
教
職
経
験
の
あ
る
方

か
ら
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
各

グ
ル
ー
プ
で
助
言
を
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。
参
加
者
は
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
に
相
談
し
な
が
ら
子
ど

も
の
問
題
行
動
へ
の
か
か
わ
り

方
の
計
画
を
立
て
、
計
画
を
家

庭
で
実
践
し
、
結
果
を
講
座
内
で
報
告
し
ま
し
た
。「
子
ど
も

の
問
題
行
動
が
改
善
さ
れ
た
」「
か
か
わ
り
方
を
変
え
た
こ
と

で
親
が
イ
ラ
イ
ラ
す
る
こ
と
が
減
っ
た
」
な
ど
と
い
う
嬉
し
い

報
告
も
あ
り
ま
し
た
。

＊　

＊　

＊

　

講
座
の
後
に
受
講
者
へ
話
を
聞
く
と
、
子
育
て
に
対
す
る
前

向
き
な
気
持
ち
や
仲
間
が
い
る
こ
と
へ
の
安
堵
の
気
持
ち
な

ど
、
プ
ラ
ス
の
感
想
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。
ぜ
ひ
多
く
の
方

か
ら
同
じ
よ
う
な
気
持
ち
を
感
じ
て
も
ら
い
た
い
と
思
う
の

で
す
が
、
な
か
な
か
参
加
者
が
集
ま
ら
な
い
の
が
現
状
で
す
。

関
心
が
あ
っ
て
も
講
座
へ
参
加
で
き
な
い
方
へ
ど
の
よ
う
に

働
き
か
け
て
い
く
の
か
が
、今
後
の
課
題
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

達
障
が
い
等
の
特
性
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

講
座
の
最
後
に
は
30
分
間
の
「
お
し
ゃ
べ
り
タ
イ
ム
」
を

設
け
、
参
加
者
が
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
講
義
の
感
想
や
普

段
の
子
育
て
で
困
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
話
し
ま
し
た
。
話

が
盛
り
上
が
る
グ
ル
ー
プ
が
多
く
、
時
間
が
足
り
な
い
ほ
ど

で
し
た
。

子
ど
も
の
心
の
コ
ー
チ
ン
グ

　

子
育
て
世
代
全
般
を
対
象

と
し
た
講
座
で
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
ハ
ー
ト
フ
ル
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
土
田
陽
子
さ

ん
を
講
師
に
お
招
き
し
、
小

学
生
の
お
子
さ
ん
に
『
や
る

気
』
を
出
さ
せ
る
た
め
の
か

か
わ
り
方
を
学
び
ま
し
た
。

「
コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
が
気

に
な
る
…
」「
子
ど
も
を
家

に
残
す
の
は
不
安
…
」
な
ど

会
場
参
加
が
難
し
い
方
の
た

め
に
、
小
千
谷
市
公
民
館
で

は
初
め
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
参

加
も
で
き
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト

形
式
で
の
講
座
開
催
に
挑
戦

し
ま
し
た
。

　

会
場
で
も
オ
ン
ラ
イ
ン
上

で
も
、
参
加
者
同
士
で
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る

こ
と
が
で
き
、
終
始
和
や
か

な
雰
囲
気
で
講
座
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
「
子
育
て
講
座
」「
子
ど
も
の
心
の
コ
ー
チ
ン
グ
」「
ペ
ア
レ

ン
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
座
」

　

こ
の
３
つ
が
小
千
谷
市
公
民
館
で
行
っ
て
い
る
子
育
て
支

援
講
座
で
す
。
教
育
セ
ン
タ
ー
や
関
係
部
局
と
相
談
し
、
令

和
２
年
度
か
ら
取
組
ん
で
い
ま
す
。
本
年
も
内
容
や
運
営
方

法
を
模
索
し
な
が
ら
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

子
育
て
講
座

　

発
達
障
が
い
等
の
特
性
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
子
育
て
に

悩
む
保
護
者
の
方
を
対
象
と
し
た
講
座
で
す
。
市
内
の
総
合

支
援
学
校
の
特
別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
先
生
や
、

発
達
障
が
い
を
専
門
と
し
て
い
る
小
児
科
の
医
師
を
講
師
に

お
招
き
し
、
特
別
支
援
教
育
と
療
育
の
２
つ
の
観
点
か
ら
発

小
千
谷
市
の
子
育
て
支
援
講
座

�

小
千
谷
市
公
民
館
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　サッカーワールドカップでの日本戦に一喜一憂された方も多かったと思います。私もその一人で
す。そんな中で第２戦のコスタリカ戦後に選手などへの過度な誹謗中傷の書き込みが、ネット上で
多くあったといいます。評論家が名前を出して批判するのは責任を伴う言動ですが、ネット上での

匿名による批判は無責任だと考えます。SNS上の特定の仲間への発信だとしても、リツイートされて不特定多数の目に触
れる危険もあります。匿名での発信は責任の所在がはっきりせず、許されていいのか、私は疑問をもっています。�（五井）

　
見
附
市
葛
巻
公
民
館
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主
事
　
樅
木
　
健
太
さ
ん

　

公
民
館
の
さ

わ
や
か
元
気

印
、
樅
木
健
太

さ
ん
を
紹
介
し

ま
す
。
と
て
も

珍
し
い
苗
字
で「
も
み
の
き
」と
読
み
ま
す
。

ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
と
し
て
よ
く
見
か
け

る
木
と
同
じ
名
前
で
す
。

　

も
み
の
木
は
幹
が
太
く
、
厳
し
い
寒
さ

の
中
で
も
イ
キ
イ
キ
と
し
た
常
緑
樹
で
す

が
、
こ
ち
ら
の
樅
木
も
芯
が
太
く
、
一
年

中
元
気
に
館
内
を
走
り
回
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
お
だ
て
に
弱
く
、
マ
ツ
花
粉
の

よ
う
に
す
ぐ
に
舞
い
上
が
り
ま
す
。
持
ち

前
の
明
る
さ
か
ら
誰
と
で
も
分
け
隔
て
な
く
接
す
る
こ
と

が
で
き
、
地
域
の
誰
か
ら
も
モ
テ
モ
テ
で
す
。

　

現
在
も
仕
事
が
終
わ
れ
ば
野
球
三
昧
。
ポ
ジ
シ
ョ
ン

は
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
。
状
況
を
素
早
く
的
確
に
判
断
し
、

ナ
イ
ン
に
指
示
を
出
し
ま
す
。
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
は

定
評
が
あ
り
、
今
後
の
公
民
館
を
引
っ
張
っ
て
く
れ
る

こ
と
間
違
い
な
し
。

　

整
い
ま
し
た
。
ク
リ
ス
マ
ス
と
か
け
ま
し
て
、
公
民
館

と
解
き
ま
す
。
そ
の
心
は
…
ど
ち
ら
も
「
も
み
の
き
」
が

必
要
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
一
緒
に
公
民
館
を
盛
り
上
げ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。
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新潟県生涯学習推進センター「ラ・ラ・ネット公民館」をご活用ください。
　「ラ・ラ・ネット公民館」は新潟県立生涯
学習推進センターが運用している県内公民
館の情報発信・共有サイトです。公民館を
通して地域を学び、地域とのつながりをつ
くっていくために「ラ・ラ・ネット公民館」
を活用してみませんか。

�「ラ・ラ・ネット公民館」トップページ →

〈情報の登録方法〉
　各公民館が「ラ・ラ・ネット」のマイペー
ジで情報を登録すると「ラ・ラ・ネット」
及び「ラ・ラ・ネット公民館」の両方に情
報が掲載されます。

〈マイページ利用登録手続き〉
　マイページを利用するための ID・パスワー

ドの取得は「ラ・ラ・ネット」トップペー

ジにある下記のバナーをクリック後、メー

ルアドレスを登録し、返信されてくるフォー

ムに必要事項を入力してください。


